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２０１８．２．２０
公益社団法人 日本技術士会中部本部と日本弁理士会東海支部との共同研究会における講演
（話題提供）の報告

１．平成２９年度 公益社団法人日本技術士会中部本部と日本弁理士会東海支部との共同研究会
の概要

目的：
中部本部では、中部企画委員会が幹事をつとめ、毎年１回、２月に「日本弁理士会東海支部と日

本技術士会中部本部の共同研究会」を開催している。当研究会は約２０年前から断続的に実施し
ている。

例年、技術士会側からは、各業界（製造業、建設業、他）の主に中小企業がかかえる研究開発に
関するさまざまな課題をコンサルタントとしての技術士が、弁理士会側に対して事例報告し、討論し
てきた。

この研究会の目的は、中部・東海地区企業の、研究開発～その成果である知的財産権の取得、
技術の実用化、製品化までを両会が共同で支援する方法、仕組みを研究することにある。なお、共
同事業を共同研究会が実施することではない。

日時 平成３０年２月９日（金）１５：００～１７：００
会場 名古屋市中区栄2-10-19 名古屋商工会議所ビル８階

日本弁理士会東海支部 会議室
PCIPの講演者 入澤直志

２．当日の質疑応答
講演後のフリーディスカッションで、セミナーや勉強会の企画立案、講演資料に記載したセミナーや
月刊「技術士」の記事の内容などの質問がいくつかあった。
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具体的な質疑応答内容：

Q セミナー、勉強会のテーマ、講師などはどのように決めているか？
A主に企画幹事から前年度末に概略の計画を立案し、近づくにつれ講師への打診や場所の確保な
ど具体的に詰めていく。

Q 報告資料のセミナーで熊坂先生の講演内容、月刊「技術士」に掲載された馬緤さんが執筆され
た「技術士業務のプラス・ワン」の内容がわかれば教えてほしい。
A 熊坂先生の講演は主にコンサルとして独立する際の心構え、考え方などの紹介で参考となる内
容だったと記憶している。概要をＰＣＩＰホームページの活動紹介にアップしておりあとで確認してほ
しい。馬緤さんの執筆内容については残念ながら記憶になくあとで月刊「技術士」で確認してほしい。
※質問者とは懇親会で少し話す機会があった。それによると技術士の業務拡大に興味がありそれ
と関連が深そうなテーマと考えて質問した模様。

Q セミナー、勉強会の参加費用はいくらくらいか？
A 勉強会は原則無料としている。セミナーの場合、会員は無料、会員以外の技術士は1000円、一
般は1500円としている。但し、来年度から従来の無料の会議室が使えなくなり、有料の会議室を使
うため、セミナー・勉強会の参加費用の見直しを検討している。

プレゼンテーション資料は次ページ以降に示します。

以上



知財コンサルティングセンター
（ＰＣＩＰ）のご紹介

入澤特許技術事務所
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ＰＣＩＰ幹事

入澤 直志
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自己紹介（入澤直志）

北海道出身
１９７６年３月 東北大学理学部卒業
１９７８年３月 同大学大学院理学研究科修了

１９７８年４月 ＴＤＫ㈱入社
－マイクロ波用誘電体セラミックス等の開発・製品化に従事

１９８５年３月 旭硝子㈱入社
－同社研究所・工場・関係会社でセラミックス基板、リチウムイオン二次電池用正極

材料、半導体装置部材用ＣＶＤ-ＳｉＣコーティングなどの開発・製品化に従事
※技術士(化学)登録（２００３年）

－２００７年より、同社カンパニー部門にて知財戦略の立案・支援、特許調査、
出願相談など知財管理業務全般を経験

※弁理士登録（２０１２年）

２０１３年４月 旭硝子㈱退職

２０１３年５月 入澤特許技術事務所（新横浜）を開所
http://www.irisawa-pat.jp/
主な業務
①特許調査（無効資料調査、クリアランス調査、先行技術調査、技術動向調査、

ＳＤＩ調査、特許調査教育など）
②特許出願･権利化、その他

※ＰＣＩＰ幹事（２０１４年より）
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内容
１．ＰＣＩＰの概要

(1)設立の目的など

(2)会員の状況

２．PCIPの主な活動
(1)PCIPホームページの活用で、セミナー等の開催案内や活動紹介を随時

掲載し、PCIPを積極的に外部にアピールする。

(2)会員による双方向形式でより積極的な議論による勉強会開催。

(3)外部専門家による専門性の高い会員セミナー開催。

(4)他の団体開催行事への参加。

(5)会員数増加の取り組み、(2)(3)を通じて会員のスキルアップを図ること。
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１．ＰＣＩＰの概要
(1)設立の目的など

・２００９年４月に日本技術士会 登録グループとして設立

※ 設置申請書に記載した設立目的
「知財立国をめざした政府・自治体をあげての取組みが強化されて来ている。
このような政府・自治体の取組みに参画して日本経済の活性化に貢献すべく、
中堅中小企業を主な対象とした知財経営の実践と知的資産経営の普及実践の
支援活動を行うため、技術士を主体にしつつ、弁理士など他の士業とのコラボ
レーション活動を行う全国的組織として設立する。」

6

※２０１２年にＰＣＩＰを母体として、
ＭＯＴ－ＩＰ(一般社団法人 技術知財経営支援センター)が設立

・ＰＣＩＰ：士業専門家集団としてのスキルを向上させるための道場

※ ＭＯＴ-ＩＰ：士業専門家集団としてクライアントを支援する組織(実践の場)



１．ＰＣＩＰの概要
(1)設立の目的など

基本戦略（２０１７年度）
✔ ＰＣＩＰ会員の活動領域を広げ、スキルを向上させる取り組みを行う。

例：ＰＣＩＰ会員を対象にケーススタディなどの勉強会や研究会を開催
する道場的な活動

✔ ＰＣＩＰの活動をＰＲし、知名度を向上させる。

例：ＰＣＩＰ会員以外にも開放したセミナーの開催やホームページに
よる情報発信など

ＰＣＩＰ MOT-IP
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１．ＰＣＩＰの概要
(2)会員の状況

・ 会員数：４９名（2018年1月現在)
※兼MOT-IP会員：20名

・所有資格（延べ人数）
技術士：33名
技術士補：4名
弁理士：14名
中国弁理士：1名
中小企業診断士：2名
行政書士：2名
税理士：1名
一級知財管理技能士(特許)：4名
博士：4名

弁理士
(8名) (6名)(25名)

技術士
75％
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１．ＰＣＩＰの概要
(2)会員の状況

・会員の就業形態

技術士事務所、特許事務所(経営･勤務･法人)で２／３近くを占める
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１．ＰＣＩＰの概要
(2)会員の状況

・会員の分布

東京 21
神奈川 17
埼玉 3
千葉 1
山梨 1
茨城 1
群馬 1
大阪 1
岡山 1
福岡 1

中国 1

49

首都圏(特に東京･神奈川)に集中傾向
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２．PCIPの主な活動

(1) PCIPホームページの活用で、役員がセミナー等の開催案内や活
動紹介を随時掲載し、PCIPを積極的に外部にアピールする。

(2) 会員等による双方向形式でより積極的な議論による勉強会開催。

(3) 外部専門家等による専門性の高い会員セミナー開催。

(4) 他の団体開催行事への参加。
⇒MOT-IP(一般社団法人 技術知財経営支援センター)との連携

技術士会行事などへの参加

(5) 会員数増加の取り組み、
(2)(3)を通じて会員のスキルアップを図ること。
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(1)ＰＣＩＰホームページの活用 ※２０１５年度にインフラ整備
http://pcip.jp/
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http://pcip.jp/
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(2)(3) セミナー、勉強会の開催
・２０１４年度

14

No. 年月日 種類 テーマ 参加者

1 2014/08/01 セミナー
中小ベンチャー企業のための実践的技術
経営支援

技術士
佐々木久美氏

PCIP 22

2 2014/08/21 セミナー
アジア諸国, BRICsの特許データベース最
新情報　～利用方法と注意点

ｽﾏｰﾄﾜｰｸｽ㈱
酒井美里氏

34

3 2014/10/24 セミナー
事業戦略を統合的に展開する方法論の提
案（競争戦略、ＱＦＤ、知財戦略の融合）

㈱戦略ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ研

究所 鶴見隆氏 32

4 2014/11/28 セミナー
知財情報戦略（知財コンサルのための知
財情報解析）

㈱三井物産戦略研究所

弁理士
山内明氏

28

5 2014/06/27 勉強会
特許調査の仮設設定、酒井美里先生セミ
ナーに参加して

技術士
落合克弘氏

PCIP 10

6 2014/09/26 勉強会
特許法等改正の概要
　～特許異議申立制度を中心に～

弁理士
宮澤亘氏

PCIP 16

7 2015/01/30 勉強会
多面的な見方で中国系企業・中国特許調
査を考える

トムソン・ロイター
中国弁理士
褚冲(ﾂｰ・ﾂｫﾝ)氏

22

講師



(2)(3) セミナー、勉強会の開催
・２０１５年度
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No. 年月日 種類 テーマ 参加者

1 2015/08/21 セミナー J-ｐｌａｔｐａｔの調査ツボ　～中級～
スマートワークス
㈱
酒井美里氏

39

2 2015/09/24 セミナー
中国における特許出願の補正の課題と対
応策

中国弁理士
譚粟元氏

PCIP 19

3 2015/11/13 セミナー
ジェネリック・ビジネスの拡がり
～ 医薬品以外の事業分野の「ジェネリッ
ク」ビジオネスモデル～

芝浦工大教授
田中秀穂氏

20

4 2015/12/01
セミナー
MOT-IPとの
共催

求められる事業性評価と中小企業知財金
融促進事業　～知財ビジネス評価～

三菱UFJ R&C㈱

肥塚直人氏
23

5 2015/10/23 勉強会 ライセンス契約の基礎及び問題点
技術士
酒寄一彦氏

PCIP 14

6 2016/01/22 勉強会 知財コンサルティグ窓口の相談経験
技術士補
安藤裕氏

PCIP 9

講師



(2)(3) セミナー、勉強会の開催
・２０１６年度

16

No. 年月日 種類 テーマ 参加者

1 2016/06/30 セミナー
米中韓ＥＰ特許法の概要と各種手続き上
の留意点

弁理士･技術士
葛谷稔氏

PCIP 20

2 2016/09/23 セミナー
専利侵害事件に関する最高裁の司法解釈
（二）

中国弁理士
譚粟元氏

PCIP 18

3 2016/11/30 セミナー
「中国の現場から見た進出日本企業課題」
－進出台湾企業との比較－

Far East Research

代表

谷下喬一氏
16

4 2016/05/25 勉強会
独立開業１年目  特許コンサルタント実務
の経験談

技術士
落合克弘氏

PCIP 14

5 2016/07/22 勉強会
「技術と知財で勝る日本が、なぜ世界で勝
てないのか」

技術士補
安藤裕氏

PCIP 6

6 2016/08/31 勉強会 技術者が知っておきたい商標の話
弁理士･技術士
黒田雄一氏

PCIP 19

7 2017/02/02 勉強会 技術士として知っおきたい契約の勘どころ
技術士
金井隆雄氏

PCIP 13

8 2017/02/28 勉強会
知的財産管理技能検定 １級合格等をふま
えた知財のスキルアップ

一級知財管理技能士

奥山一幸氏 26

講師



(2)(3) セミナー、勉強会の開催
・２０１７年度

17

No. 年月日 種類 テーマ 参加者

1 2017/06/20 セミナー ＩｏＴと知的財産
弁理士
乾利之氏

28

2 2017/09/21 セミナー
技術系コンサルタント成功ベーシックコー
ス

㈱産業革新研究所

技術士
熊坂治氏

19

3 2017/11/14 セミナー
気になる技術の先行調査入門
特許調査の豆知識

弁理士
山岸敏郎氏

20

4 2017/12/05 セミナー
一級知的財産管理技能士の取得で広がる技術
士の活躍の世界　～知財検定１級への挑戦で
見えてくる世界とは？

知財経営研究社
中小企業診断士
松平竹央氏

17

5 2017/07/19 勉強会
新製品開発リーダーのための「中小ベンチャー
企業向け実践的技術経営支援」

技術士
佐々木久美氏

PCIP 18

6 2017/08/29 勉強会
中小企業向け！！新規事業立ち上げの際の商
標戦略
（価値ある商標権の取得を目指して）

弁理士
児玉道一氏

16

7 2017/10/24 勉強会 ～技術士個人のブランドを創る～
技術士
福井寛氏

PCIP 15

講師



(2)(3) セミナー、勉強会の開催
・セミナー、勉強会風景

2017.11.14

2017.6.20
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(4) 他の団体開催行事への(主な)参加 ※２０１４年以降
⇒MOT-IP(一般社団法人 技術知財経営支援センター)との連携

技術士会行事などへの参加

２０１４年
・１１月２４日：日本技術士会主催「ＣＰＤ中央講座：中小企業の知財戦略」会員の大槻貴史氏、尾崎光三氏、
秋葉恵一郎氏の3名が講師として参加
・１１月２９日：日本技術士会主催「知的資産経営ＷＥＥＫ」会員の秋葉恵一郎氏、馬緤宏氏が講師参加

２０１５年
・月刊『技術士』２０１５年８月号に山村裕美会員の「エボラ出血熱の流行と日本における感染予防対策の現
状」掲載

２０１６年
・６月２５日：「MOT-IP 知的財産セミナー「生涯活躍への道」に協賛
・１０月３１日-１１月２日：「MOT-IP の産業交流展２０１６」の出展に協賛
・月刊『技術士』２０１６年２月号に山村裕美会員の「極論は受け入れられやすく拡散しやすい」掲載
・月刊『技術士』２０１６年１１月号に馬緤宏会員の「技術士業務のプラス・ワン」掲載
・月刊『技術士』２０１６年１２月号に秋葉恵一郎会員の「化学業界のうねりと化学部門の技術士」掲載

２０１７年
・１１月１５日～１７日：東京ビックサイトにて開催された「MOT-IP の産業交流展２０１７」の出展に協賛
・月刊『技術士』２０１７年５月号に秋葉恵一郎会員の「安全・安心を目指す化学物質管理の今」掲載
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(5)会員数増加への取り組みなど

49名（2018年1月現在）

(ゆるやかな)増加傾向を維持

MOT-IP(一般社団法人 技術知財
経営支援センター)の設立
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２．PCIPの主な活動（まとめ）
(1) PCIPホームページの活用で、役員がセミナー等の開催案内や活動紹介を
随時掲載し、PCIPを積極的に外部にアピールする。

(2) 会員等による双方向形式でより積極的な議論による勉強会開催。

(3) 外部専門家等による専門性の高い会員セミナー開催。

(4) 他の団体開催行事への参加。
⇒MOT-IP(一般社団法人 技術知財経営支援センター)との連携

技術士会行事などへの参加

(5) 会員数増加の取り組み、

(2)(3)を通じて会員のスキルアップを図ること。

⇒ 人的ネットワークの構築、活用
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ご清聴頂き
ありがとうございました。
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